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【 国勢調査は政府の義務 ～ 日本でも 】
米国憲法の精神は、世界の多くの国で、共通したものとなっている。
日本でも、「統計法」により、国勢調査の実施が義務付けられ、
「衆議院議員選挙区画定審議会設置法」により、国勢調査人口で選挙区が改定され、
「地方交付税法」により、国勢調査人口などで地方への交付税額が決定される。
【 なぜ、国勢調査が必要なのか？ 】
国勢調査の結果は、幅広く多様な分野で、多くの国民に利用されている。
・ 地域の防災計画・ごみ処理計画やドローン飛行禁止空域のような、身近な暮らし
・町が市になるための要件や少子高齢社会への対応のような、行政施策
・将来人口推計や人口分析、小地域データ分析のような、学術研究 などである。
一方、米国憲法の規定にみるように、国勢調査の根源的役割は、
国民を代表する議会議員の「議席」と、国民から徴収した「税金」の公正な配分にある。
そして、この役割は、米国憲法制定から２３０年を経た現在でも、変わっていない。
民主主義に基づく公正な社会を実現するためには、
どのような時代になろうと、国勢調査が不可欠なのである。
国勢調査は、これまで、「鉛筆からスマホへ」
のような進化を、着実に遂げてきた。
今後も、国民の理解の下に、正確な調査が
行われるよう、さらなる進化を期待したい。
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